
令和4年3月2日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

進んで外遊びをする」の問
いに肯定的な回答が70％
以上

進んで外遊びをする」の問
いに肯定的な回答が60％
以上

保護者アンケート「教
育活動の様子をわかり
やすく伝えているか」の
問いに肯定的評価が７
0％未満

進んで外遊びをする」の問
いに肯定的な回答が60％
未満

保護者アンケート「子ども
たちにとってわかりやすい
授業をしていた」の問いに
肯定的評価が90％以上

保護者アンケート「子ども
たちにとってわかりやすい
授業をしていた」の問いに
肯定的評価が８0％以上

保護者アンケート「子ども
たちにとってわかりやすい
授業をしていた」の問いに
肯定的評価が７0％以上

保護者アンケート「子ども
たちにとってわかりやすい
授業をしていた」の問いに
肯定的評価が７0％未満

保護者アンケート「教
育活動の様子をわかり
やすく伝えているか」の
問いに肯定的評価が
90％以上

「授業が楽しい」の問い
に肯定的な回答が
95％以上

「授業が楽しい」の問い
に肯定的な回答が
90％以上

「授業が楽しい」の問い
に肯定的な回答が
80％以上

「授業が楽しい」の問い
に肯定的な回答が
70％未満

「友達にやさしくしてい
る」の問いに肯定的な
回答が90％以上

保護者アンケート「教
育活動の様子をわかり
やすく伝えているか」の
問いに肯定的評価が８
0％以上

「友達にやさしくしてい
る」の問いに肯定的な
回答が80％以上

「友達にやさしくしてい
る」の問いに肯定的な
回答が７0％以上

「友達にやさしくしてい
る」の問いに肯定的な
回答が７0％未満

「進んで外遊びをする」の
問いに肯定的な回答が
80％以上

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

3 １：

Ｄ 0

「自分にはよいところが
ある」の問いに肯定的
な回答が70％以上

3

◯引き続き、外国語指導員がＴ１で授
業を進めていくと子どもにとって良
い。

◯外部の方がゲストティチャーとして
来校する機会が多かった。

◯一人一台タブレットによる授業は今
では欠かせないものになっている。
・クロームブックを活用してオンライン
参加の児童も、国語と算数について
はほぼ遅れなく参加させるたことがで
きた。
・ドリルパークやスクールタクト等を活
用し、ICTに慣れ親しむことができた。
・今後は情報モラルとして矢東小の
ルール作りを進めたい。
・ICT機器を活用する上で、予算や人
員配置を充実していく必要がある。
・SchoolTaktやGoogleClassroomでの
活用事例を増やしている。教材準備
の参考になるよう、作成教材を公開し
ている。
・学年や児童による技術的な差が大
きいので指導計画を立てる必要あ
る。

◯人権教育の資料はなかなか使えな
かったが、常に意識して指導してい
る。

◯コロナ禍ということもあり、体力向
上を図る取り組みがあまりできなかっ

Ａ 7

◯矢口東小学校は、児童数の規模を生かして学年を超えた
交流や五組さんとの交流など全学年の交流がしやすい特色
があります。また、あいさつができる子が育つアットホームさ
が矢東小のよさだと思います。

◯とても重要な部分だと思うので、よろしくお願いいたします。
地域でお手伝いできる部分であるとも思います。論理的、科学的な思考力の育成を目指し、

「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3 ３：

Ｂ 3

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

４：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。 3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

3

◯コロナ禍で小中一貫教育の活動が
少なかったが、生活指導上の取組は
各学校で共通理解して実施できた。

◯SNS上での個人を傷つけようとす
るといったトラブルは発生したが、形
となる前に防ぐことができた。その都
度丁寧な対応を心がけ、特に対応遅
れとならないよう、先手で動けるよう
にしてきた。
・いじめに発展しかねない事例とし
て、タブレットによるSNS上での個人
攻撃が考えられる。情報モラル教育
を徹底していく必要がある。

◯学校生活調査や不登校対策委員
会によって、課題を抱えている児童
の対応について学校全体で取り組め
た。

◯いじめ対策委員会の立ち上げ・対
応が早かった。ケース会議もカウンセ
ラーを含めて定期的に行われてい
る。とくに若手教員にとっては、保護
者に伝えづらいことでも、その会を開
いたという後ろ盾にもなり不安を軽減
してして対応ができる。

◯問題行動や不登校等で支援が必
要な児童については、いじめ不登校
対策委員会やケース会議をひらき、
組織的に対応した。ケース会議で
は、具体的な対応策などが挙がり有
意義であった。

3

3

4

◯学校公開の授業評価をもとに児童
にとってよりよい授業改善をすすめた
い。

◯区からの委嘱を受けて授業改善
リーダーとして学習効果測定の考察
と今後の取り組み提案、授業改善の
ポイント紹介動画作成を行った。区教
研では地区提案の世話人を務めた。
算数同好会としては、今年度から試
行錯誤してきた授業研究のリモート
配信システムの構築を形にすること
ができた。

◯教科主任が、指導教諭の模範授
業を参観し伝達講習を行うことによ
り、ＯＪＴを充実させることができた。
また、校内での授業観察を生かし、
分科会で振り返る時間ができてい
る。（校内研究）区教研で学んだこと
を授業に生かしている。

◯特別支援教育の校内委員会では、
配慮の必要な児童に対する適切な支
援を話し合い、教員間で共通理解し
て対応策を講じている。

３：

２：

１：

3

3

3

3

4

4

3

１：

◯学校生活では、友達ができることが重要です。ＳＮＳ上の問
題や「いじめ」対策は先手で行い、事件発生を抑えている。先
生方の努力だと思います。児童９３．４％、保護者９５．２％と
すばらしいです。

◯厳しいことも時には必要ではありますが、一人一人と信頼
関係をしっかり築き、学校が楽しいと思える子を増やしてほし
い。

◯いじめに対しては、いじめた子、いじめられた子のどちらに
もよく目をかけてください。

◯コロナ禍で、友達の大切さを子どもたち自身が強く感じられ
たのではないでしょうか。

◯学校生活では、体力も学ぶ必要があると思います。児童６
７．１％、コロナや運動が苦手な方もおりますから、遊びを兼
ねて少しずつ体力を付けると良いと思います。保護者６６．
６％と両方ともやや低いと思いました。

◯コロナ禍があったので、仕方ないですね。運動会の高学年・
低学年リレー・応援団など、協力して行う活動がほしいです。
外遊びも。
◯体力向上の部分は先生方もお悩みが多かったと思います。

◯授業公開も見せていただきましたが、先生の指導が大変熱
心で、児童も反応して質問に対し多くの手が挙がる。また、保
護者も熱心（９２．２％）で多くの方が来訪している。児童は８
６．７％とやや低いですが、私は９０％を付けます。

◯今年の展覧会はとても良かったです。アートがある学校も
良い特色と思います。

◯副籍校の矢口支援学校の児童作品がとても良く、感動しま
した。

◯いつも子どもたちのために工夫されていて、本当にありがと
うございます。

2

3

◯授業が楽しいことは、学校が楽しいにつながります。これ
は、先生・児童の信頼関係にあるからだと思います。児童・保
護者とも９０％以上ですが、少数（１０％）ではありますが、どう
するかが課題となります。

◯目の行き届く学校、一人一人の特徴を見て、良いところを伸
ばすようにしてくれることを望みます。

◯コロナ禍でのご苦労の多さを思います。

◯学習カルテは児童自身の振り返り
なので、児童の苦手意識の把握や支
援の仕方を考える目安となっている。

◯ステップ学習はタブレットで保護者
に示す方法がよかった。
・ステップ学習シートが紙媒体でなく
なったのはよいが、タブレットでの操
作性があまりよくなく、児童には扱い
にくいようであった。

◯補習は年間１４０時間行ったが、効
率よく指導できるように、学習補助員
を増員して配置できるともっと良い。

◯授業改善推進プランの具体的な活
用を教員間で共通認識する必要があ
る。

7

3

Ａ

Ｂ

1

Ｃ

Ｄ

3

3

3

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

3

3

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

３：

２：

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

2

３：

２：

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

保護者アンケート「教
育活動の様子をわかり
やすく伝えているか」の
問いに肯定的評価が７
0％以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

◯学校ホームページでは、教育目
標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報や学
校便りの更新をした。全体的にＨＰで
は、学校の様子は伝わりにくい。
・学級単位では、クラス通信を毎週発
行し、、児童の様子を伝えた。

◯今年度、地域教育連絡協議会が、
コロナ禍であったため、２学期の１１
月に一度だけしか実施できなかっ
た。他は学校便りとホームページ等
での情報発信となったが、委員の
方々には、学校行事である展覧会を
御覧いただくことができた。

◯今年度はサマースクールのワーク
ショップを１２回実施することができ
た。また、図書ボランティアの読み聞
かせや環境ボランティアも制約があり
ながらも実施することができて、昨年
度より活動が多かった。今年度初め
て体力テストのボランティアを募集し
たところ、多くの応募者があり、学校
支援の活動が広がった。

◯コロナ禍にあったが、展覧会を見学させていただいて、児童
の個性を引き出す作品と課題への工夫が見られたことがとて
もよかった。課題の工夫により児童の姿が目に浮かぶよい展
覧会だった。

◯コロナが終息せず、学校の様子が分からず、子どもたちと
接することなく終わってしまうのが残念です。先生方も日々大
変だと思います。お身体を大切にされて頑張ってください。

◯地域教育連絡協議会や学校支援地域本部、ＰＴＡが連携
し、学校を中心に地域で子どもを育てる体制が見えるようにな
るとより良くなっていくと思います。

◯コロナ禍であり、地域の関わりがなかなかできない中、学校
便りなどを拝見しますと、工夫されている所がよくわかり、先生
方に感謝いたします。

◯ホームページを見ることが少なく、アナウンスが少ないのか
もしれません。写真が見られて良いのですが…。

◯行事や地域イベントの中止が多かったので、来年度はもう
少しできるようにしましょう。がんばれ矢東！

◯お忙しい中、ありがとうございます。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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3

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

3

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄
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令和３年度　大田区立矢口東小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

0

3

１：

目標に対する成果指標

２：

「自分にはよいところが
ある」の問いに肯定的
な回答が85％以上

「自分にはよいところが
ある」の問いに肯定的
な回答が80％以上

「自分にはよいところが
ある」の問いに肯定的
な回答が60％未満

４：

２：

４：

４：

0

0

本校は昭和２年（1927年）に東京都荏原郡矢口東尋常小学校として開校以来、今年で９２周年になる。卒業生は1万人を超え、親子3代にわたって矢東が母校という地域の人も多い。校地は東急蓮沼駅より徒歩5分、多摩
川線矢口渡駅からも10分の便利な場所にあり、多くは戸建てや小規模な集合住宅が建っている。大規模な集合住宅はなく、全校300名程の児童数がここ数年保たれている。小規模な学校のため丁寧な指導が可能であ
り、児童は全体的に落ち着いた学校生活を送っている。本校の教育目標は「自ら学ぶ子、心豊かな子、たくましい子」であり、知、徳、体のバランスの取れた教育を目指している。将来本校に在籍している児童が、しっかりと
自立して社会に役立つ人間になれるよう、教育目標の実現に向け、全教職員が力を合わせて教育活動を行っている。
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2

1

1
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Ｂ

３：

１：

２：

１：

B

◯早寝早起き朝ごはん月間と同時に
道徳授業や学級指導を行ったり、栄
養士を講師として食育の授業を行う
などして、生活習慣について意識啓
発をすることができた。

◯栄養士にゲストティーチャーとして
授業をした。毎日の「食」に対する意
識を高められるように指導している。

◯コロナ禍でできる限りの体育的行
事を工夫して実施している。しかし、
運動習慣の確立に関してはコロナ対
策もあり、あまり推進できなかった。
・新型コロナウィルス感染防止のた
め、運動量が減り、体力の低下がみ
られた。安全かつ運動量を確保でき
る体育的活動を工夫して行っていく。

0

Ａ

0

2

Ｃ

Ｄ

４：

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：

Ｄ

３：


